
（様式１）

①事業者名

②測定ツール名

⑥申請する測定ツー
ルの目的・概要

⑦申請する測定ツー
ルの特長・活用例等

⑧実施期間、年間実
施回数

⑨実施方式
　(CBT/PBT)

⑪受検料

⑫標準返却期間

⑬ＵＲＬ（事業者のＨ
Ｐにおける測定ツー
ル紹介）

4月1日～3月31日（365日）
年間実施回数の制限はありません。毎日×複数回/日も可能です。
※ケンブリッジのガイドラインに則った厳正な試験運営がされる場合に限る。

試験日時は年間365日いつでも設定可。インターネットに接続されたコンピュー
ターと人数分のヘッドセットがあれば、僻地や離島を含む全国各地での試験実施が
可能です。
※試験監督者が厳正な試験運営をする場合に限る。

オンラインCBT　※常時インターネット接続

結果レポートは受検後１週間以内に返却します。

英語数学

R&L:約60-85分
W:45分
S:15分
計 約2時間～2時間25分

国語

公開会場の場合、9,000円（10%税込）
※自校実施の場合、会場およびPC、ヘッドセットなど提供の協力費として割引でき
る可能性があります。ただし、遠隔地の学校の場合、試験監督の派遣費用が別途掛
かることがあります。

④対象教科

高校1年生以上。CEFR 基礎レベルのA1から熟達レベルのC1以上まで幅広く測定

○
⑤測定内容
の区分

英語数学国語 基本タイプ 標準タイプ

○

https://www.cambridgeenglish.org/jp/exams-and-tests/linguaskill/

「高校生のための学びの基礎診断」への申請について

ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English）

ケンブリッジ英語検定4技能CBT Linguaskill（リンガスキル）

③主な対象者

2021年 6月 30日

ケンブリッジ英語検定の品質と信頼を継承した英語4技能自動採点･評価CBTです。
CEFRスコアおよびCambridge English Scaleスコアを迅速にフィードバックしま
す。
Reading/Listeningはコンピューター適応型テストで、出題は受検者の前問の解答
によって難易度が調整されます。WritingはAI(人工知能)によるパフォーマンス評
価、SpeakingはAIと人手採点によるハイブリッド採点です。

⑩試験時間（分）

https://www.cambridgeenglish.org/jp/exams-and-tests/linguaskill/


（様式２）

認定要件への適合性の申告内容について 

事業者名： ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English） 

測定ツール名：ケンブリッジ英語検定 4 技能 CBT Linguaskill（リンガスキル） 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 標準タイプ

Ⅰ．出題に関すること 

（１）出題の基本方針

【対象者】高校 1 年生以上。CEFR 基礎レベルの A1 から熟達レベルの C1 以上まで幅広い層。

測定可能な CEFR レベル Pre A1～C1+（Cambridge Englishスケールスコア 82～180 以上）

【測定しようとする資質・能力】読むこと、聞くこと、書くこと、話すこと

【出題範囲】義務教育段階の学習内容、共通必履修科目「英語コミュニケーションⅠ」および「論

理・表現Ⅰ」の範囲 

【知識・技能を問う問題の出題方針】 

 選択式問題(Listening, Reading) 

【思考力・判断力・表現力等を問う問題の出題方針】 

 短答式問題(Reading)、記述式問題(Writing)、PC 録音方式問題(Speaking) 

【学習指導要領との対応】 

※補足資料 1-1「学習指導要領(5 領域別の目標)との整合性[学校段階別 小-中-高]」

補足資料 1-2「学習指導要領(5 領域別の目標)との整合性[高等学校 科目段階別]」

補足資料 1-3「(現行課程*)高等学校学習指導要領との整合性」（逆引き）

を参照ください。 

*新課程(2022 年度使用開始の検定教科書)の分は、教科書分析を経てから作成予定です。

【出題形式】 

Speaking：PC 録音方式 15 分（5 パート） 

Writing ：キーボード入力による記述式 45 分（2 パート） 

Reading/Listening(複合型)：選択式、一部短答式 約 60～85 分 

※コンピューター適応型テスト。正確に診断できた時点で Reading/Listening 試験は終了。

計 約 2 時間～2 時間 25 分 

【難易度】CEFR Pre A1～C1 以上の広範囲で測定可能。合否判定はありません。 

（２）構成等

①出題形式

補足資料 2「出題フレーム」を参照ください。

Speaking:インタビューに短く答える 8 問、音読 8 問、トピックについて話す 1 問、図表を見て

話す 1 問、1 つのトピックついて答える 5 問 ※要ヘッドセット 

Writing:50語、180 語の英作文 2 題 

Listening:4 種類のタスク すべて 3 択問題 ※要ヘッドセット 

Reading:7種類のタスク 3 択および 4 択 一つは短答式 

②出題範囲

義務教育段階の学習内容、共通必履修科目「英語コミュニケーションⅠ」および「論理・表現

Ⅰ」の範囲。加えて、ⅡおよびⅢの範囲。

配点：Speaking=25%  Writing=25%  Listening/Reading=50%



（３）難易度設定の考え方・方法

CEFR Pre A1 レベルから C1 以上の広範囲なレベル範囲を測定

Listening/Reading はコンピューター適応型テストです。受検者は直前の問題の正誤状況によ

り、問題の難易度が変化する、つまり、隣の受検者とは異なる問題を解くことになります。それ

は視力検査のようなイメージです。したがって試験終了時間は 60～85 分の間で受検者により異

なります。

＜作問のプロセス＞

テストのタスクや素材は、電子アイテムバンクから選び出し、実施する試験ごとに異なる内容の

問題が作成されます。アイテムバンクのテスト項目はトライアル(Writing, Speaking)、プレテ

スト(Reading, Listening)を通じて評価・分析され、基準を満たすことが確認されたテスト問題

はアイテムバンクに加えられ、常に新しい素材で更新されます。したがって、ケンブリッジ英語

検定の試験問題は、バージョンが異なっても必ず同じ難易度基準になるように作問されていると

言えます。

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫

Listening/Reading はコンピューター適応型テストであるため、正解すれば問題は難しく、不正

解ならば適切なレベルの出題が調整され、受検者のパフォーマンスを正確に測るべく CEFRベー

スで受検者ごとに異なる個別の出題が為されます。

下限は Pre A1、上限は C1 を超え、同じ試験を同時に受検しても得手・不得手な受検者両者にと

っても満足度が高い試験と言えます。すべて無回答やランダムな回答など、受検者の英語能力が

判定できない場合は成績結果は出ないため(Not Reportedと表記)、教育的効果は大きいと考えら

れます。

（５）その他特長

1 年間 365日、試験監督下の受検環境があれば、いつでも受検することができます。いつ、どの

回を受検しても受検者の母集団に関係なく難易度基準は同じです。

Ⅱ．結果提供に関すること 

（１）受検者個人への結果提供内容・方法

【結果提供項目】

技能別の CEFR レベル、Cambridge English Scale スコア 

Listening (Pre A1～C1+, 82～180+) 

Reading  (Pre A1～C1+, 82～180+) 

Writing  (Pre A1～C1+, 82～180+) 

Speaking  (Pre A1～C1+, 82～180+)

総合評価   (Pre A1～C1+, 82～180+) ※スコア計算式 (L＋R＋W＋S)÷4 

CEFR レベルの表記「Below A1」「A1」「A2」「B1」「B2」「C1 or above」 

【発行される証明書 1 種】補足資料 3「テスト結果レポート(個人)」 

個別テスト結果レポート(Test Report) [全受検者] 

【返却方法】 

結果レポートは受検後１週間以内に学校に返却します。 

※ご希望があれば、48 時間以内にオンラインで学校に提供可能です。学校にて「個別テスト結果

レポート」をプリントアウトして受検者に返却。

【受検者本人に対する学習意欲の喚起】 



国際標準の英語力指標である CEFR に完全準拠した精度の高い技能別の結果が迅速に得られる。

英語が苦手な生徒であっても Listening/Reading はコンピューター適応型テストであるため、個

のレベルに応じた CEFRレベルの問題を解くことができ、頑張ることができる。 

また、英語力が基礎段階（A1-A2）を超える「自立した言語学習者（B1-B2）レベル以上の英語

力が高い高校生」にとってやりがいを感じることができ、学校も英語力に優れた生徒を発見する

ことができるため、早期に生徒の可能性を見出すことが可能になる。 

（２）学校等への結果提供内容・方法

【個人成績一覧表】※PDF 形式 補足資料 4「団体レポート(成績一覧)」

技能別および総合評価(4 技能平均)の CEFR レベルと Cambridge English Scale スコアの個人成績

結果の一覧表を１週間以内に学校に返却します。※ご希望があれば、48 時間以内にオンラインで

学校に提供可能です。 

【学校単位の成績概況】※PDF 形式 補足資料 5「成績データ分析報告書(学校単位)」 

学校単位で技能別の平均スコア、スコア分布など成績結果の概況を提供します。 

（３）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法

【世界標準の CEFR レベルを正確に測定】

ケンブリッジ英語検定の受検者は世界中にいるため、成績結果は世界標準の CEFR レベルで判定

する必然性があります。さらに詳細なレベル識別性は Cambridge English Scaleスコアで実現し

ています。※Cambridge English Scale はスコア 82-230の 150(点)刻みです。 

【個別テスト結果レポートには Can-Do ステートメントも掲載】 

成績結果の CEFR レベルに対して、学習の指針となる Can-Do ステートメントを掲載、受検者の現

在の英語力を解説する文章(英文)を読むことで学習モチベーションが高まります。 

【試験問題は同じ試験会場で同じ時間帯での実施であっても問題が同じであるとは限りません】 

IRT 理論に基づいた試験は、実際に出題され、今後も出題する可能性がある問題は公表しないた

め、CBT においても同様で具体的な正答状況は開示しません。したがって、受検後に正誤状況を

見ながらの復習はできませんが、精度の高い CEFR レベルおよび Cambridge English Scale スコ

アが判明することで、次の学習目標が必然的にわかるはずです。試験範囲の決まっている学校の

定期試験とはテスト設計理念が異なりますのでご留意ください。 

Ⅲ．運営に関すること 

（１）問題の質を確保するための方法

テストのタスクや素材は、電子アイテムバンクから選び出し、実施する試験ごとに異なる内容の

問題が作成されます。アイテムバンクのテスト項目は問題作成の専門家チームが作成を担当。テ

スト項目の作成者は英語教授法分野に精通し、作問に関しても豊富な経験を持っています。この

チームは試験の内容が世界のあらゆる国の受検者にとって適切で、必要な品質基準を満たすこと

ができるよう規定している厳格なガイドラインに従って作問しています。

＜作問のプロセス＞

アイテムバンクのテスト項目はトライアル(Writing, Speaking)、プレテスト(Reading,

Listening)を通じて評価・分析され、基準を満たすことが確認されたテスト問題はアイテムバン

クに加えられ、常に新しい素材で更新されます。したがって、ケンブリッジ英語検定の試験問題

は、バージョンが異なっても必ず同じ難易度基準になるように作問されていると言えます。



（２）学校における実施方法

【学校の役割】

・試験会場として PC 教室の提供

・円滑な試験運営のためのプラン策定の協力

・PC のスペック確認

・ヘッドセット(マイク付きヘッドホン)の手配 ※自校で用意する場合

・試験監督者の手配 ※自校の教員等で実施する場合

※ヘッドセットや試験監督者の有無などは試験運営コスト(受検料の割引)に連動します。

【ケンブリッジ英語検定 認定試験センターの役割】 

・PC スペック等の事前 IT サポート

・試験運営資材の発送、配付、回収

・試験監督者の派遣 ※自校の教員等で実施する場合などは要相談

・試験当日のヘルプデスク

補足資料 6「実施要項（試験の概要）」 

補足資料 7「試験運営マニュアル（抜粋）」 

（３）採点の方法と体制

リスニング／リーディング： コンピューター適応型テスト(Computer-adaptive Testing)

で自動採点 

ライティング： AI による自動採点・評価

スピーキング： ハイブリッド採点 ※

※人間の試験官の専門知識を活用して AI 自動採点技術をサポートし、さらに発展させようとい

うもの。コンピューターがスコア予測の確信度を示す情報を提供することを前提とし、この確

信度が低いと、テストの対応にフラグが立ち、人手採点に回すことになる。

図．Cambridge English ハイブリッド採点モデル 

出所：「スピーキングテストの妥当性に関する考察 （2020 年 6 月）」9頁 
https://www.cambridgeenglish.org/jp/Images/613611-linguaskill_validity_report_jun20_jpn.pdf 

補足資料 8「スピーキング評価採点基準」 

補足資料 9「ライティング評価採点基準」 

（４）情報管理体制

英国本部は情報セキュリティマネジメントシステム(ISMS, ISO27001)を取得し、世界標準の情報

管理体制を全世界で実現しています。GDPR（General Data Protection Regulation：EU 一般デ

ータ保護規則*）に対応した契約書を英国本部と交わしている認定試験センターが試験実施運営

を行ないます。日本においては更にプライバシーマークを取得している認定試験センターが試験

実施運営を行ないます。

*2018 年 5月より施行されている、基本的人権の保護という観点に立ってプライバシーに関する

規制と違反時の制裁を厳しく取り決めた規則

https://www.cambridgeenglish.org/jp/Images/613611-linguaskill_validity_report_jun20_jpn.pdf


Ⅳ．情報開示に関すること 

（１）障害のある受検者等への配慮

Linguaskill をオンラインで利用する受検者のための特別な取り決めは、現在、延長時間を与え

ることや個別の試験監督を行うなどの試験運営上の取り決めで構成されています。Linguaskill

オンラインの「リスニング＆リーディング」モジュールのうち、リーディングとライティングで

それぞれ時間延長措置が可能であり、オンラインスピーキングでは思考時間の延長措置が利用可

能です。また、Linguaskill をオンラインで受験できない受検者には、配慮対象者向けテスト資

材として紙ベースの試験を提供する必要があります。

・点字問題用紙

・A4 版拡大墨字問題用紙

・特別版リスニングテスト

・リスニングテストの読唇バージョン

・スピーキングテスト試験資材の特別バージョン：拡大された書面によるプロンプトと

点字によるプロンプト 

https://www.cambridgeenglish.org/help/special-requirements/

（日本語サイト更新予定） 

（２）事前／事後学習教材の有無、内容

ケンブリッジ英語検定は事前に特別な試験対策を講じる必要はないと考えます。ただし、事前に

サンプル問題に目を通しておくことを推奨しています。

サンプル問題および様々な準備教材（すべて無料）

https://www.cambridgeenglish.org/jp/exams-and-tests/linguaskill/information-about-the-

test/practice-materials/

（３）学習状況等のアンケートの有無、内容

ケンブリッジ英語検定の世界標準としては学習状況等のアンケートはありません。今後、学校や

教育委員会などからの要請があれば、日本においてローカルな対応を検討します。

（４）個人受検の可否

公開会場での受検は、河合塾 ケンブリッジ英語検定事務局の公式サイトをご確認ください。

https://www.kawai-juku.ac.jp/cambridge-english/linguaskill/

（５）問題内容の情報提供

オンラインのサンプルテストは、公式サイトより無料で試すことができます。

https://www.cambridgeenglish.org/jp/exams-and-tests/linguaskill/information-about-the-

test/practice-materials/

補足資料 10「サンプル問題」を参照ください。

（６）その他

■ケンブリッジ英語検定 4 技能 CBT Linguaskill を受検する準備が生徒にできているかは、レベル

チェックテスト(無料)で参考にしてください。https://www.cambridgeenglish.org/jp/test-

your-english/

短時間でレベルチェックができるオンラインテストです。あなたのレベルに最も適したケンブリ

ッジ英語検定（Cambridge English Qualifications)のレベルがわかります。

■ライティング自動添削システム「Write and Improve」

https://writeandimprove.com/

無償の英作文自動添削システムで、どなたでもお使いいただけます。

https://www.cambridgeenglish.org/help/special-requirements/
https://www.cambridgeenglish.org/jp/exams-and-tests/linguaskill/information-about-the-test/practice-materials/
https://www.cambridgeenglish.org/jp/exams-and-tests/linguaskill/information-about-the-test/practice-materials/
https://www.kawai-juku.ac.jp/cambridge-english/linguaskill/
https://www.cambridgeenglish.org/jp/exams-and-tests/linguaskill/information-about-the-test/practice-materials/
https://www.cambridgeenglish.org/jp/exams-and-tests/linguaskill/information-about-the-test/practice-materials/
https://www.cambridgeenglish.org/jp/test-your-english/
https://www.cambridgeenglish.org/jp/test-your-english/
https://writeandimprove.com/


使用方法は以下の通り簡単です。 

Improve your writing fast. It's free. 

1) Practise writing English

2) Get your grade in seconds

3) Look at the feedback and make changes

4) Keep improving!

ケンブリッジ英語検定 4 技能 CBTのライティングテストの練習に、また、授業内のアクティブ・

ラーニングや自学習のツールとして、また英語教員のエッセーライティング力の向上にご活用く

ださい。



（様式３）

事業者名： ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English）
測定ツール名： ケンブリッジ英語検定4技能CBT Linguaskill（リンガスキル）
対象教科： 英語
測定内容の区分： 標準タイプ

Ⅰ．出題に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅰ．（１） Ⅰ．（２） Ⅰ．（３） Ⅰ．（４） Ⅰ．（５）

学習指導要領(5領域別の目標)との
整合性[学校段階別 小-中-高]

「学習指導要領との整合性」学校段階別
小-中-高

補足資料1-1 ○ ○ ○ ○ ○

学習指導要領(5領域別の目標)との
整合性[高等学校 科目段階別]

「高等学校学習指導要領との整合性」科
目段階別

補足資料1-2 ○ ○ ○ ○ ○

高等学校学習指導要領との整合性
（逆引き）

「高等学校学習指導要領との整合性」（逆
引き）

補足資料1-3 ○ ○ ○ ○ ○

Linguaskill 出題フレーム 「出題フレーム」 補足資料2 ○ ○ ○

Ⅱ．結果提供に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅱ．（１） Ⅱ．（２）

テスト結果レポート(個人) 「Test Report(個人) 」 補足資料3 ○

団体レポート(成績一覧) 「Group Report(団体)」 補足資料4 ○

学校に提供する報告資料サンプル 「成績データ分析報告書(学校単位)」 補足資料5 ○

Ⅲ．運営に関すること

＜提出必須の書類等＞

実施要項（試験時間、実施方式、実
施期間、受検料、標準返却期間等）

「実施要項（試験の概要）」 補足資料6

学校用実施マニュアル 「試験運営マニュアル（抜粋）」 補足資料7

スピーキング評価採点基準 スピーキング評価採点基準 補足資料8

ライティング評価採点基準 ライティング評価採点基準 補足資料9

＜提出任意の書類等＞

Ⅳ．情報開示に関すること

＜提出任意の書類等＞

サンプル問題一式 「サンプル問題、正答、出題意図など」 補足資料10

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の名称 資料番号

認定要件への適合性を示す書類等一覧について

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準
書類等の内容



ケンブリッジ英語検定 4技能 CBT
Linguaskill リンガスキル 

実施要項（試験の概要）

◇ 実施方式
CBT ※利用機器：インターネット接続された PC, ヘッドセット
リスニング／リーディング ：コンピュータ・アダプティブ・テスト
スピーキング／ライティング ：AIによる自動採点・評価テスト

◇ 標準返却期間
結果レポートは受検後１週間以内に学校に返却します。
※ご希望があれば、48 時間以内にオンラインで学校に提供可能です。学校にて「個別
テスト結果レポート」をプリントアウトして受検者に返却。

※「認定証 Certificate」の発行はありません。
◇ 実施期間

1年間 365 日、試験監督下の受検環境があれば、いつでも受検することができます。い
つ、どの回を受検しても受検者の母集団に関係なく難易度基準は同じです。 

◇ 標準受検料
9,000円（10%税込）

◇ 測定可能な範囲（CEFR Pre A1～C1以上 スコア 82～180以上）

補足資料 6 



◇ 実施時間・試験内容
4技能の合計試験時間は 2時間～2時間半程度です。



（様式４）

1 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名： ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English） 

測定ツール名： ケンブリッジ英語検定 4 技能 CBT Linguaskill（リンガスキル） 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

以下 3点が補足資料となります。ご参照ください。 

補足資料 1-3「(現行課程*)高等学校学習指導要領との整合性」（逆引き） 

*新課程(2022年度使用開始の検定教科書)の分は教科書分析を経てから作成予定です。

補足資料 2  「出題フレーム」 

「サンプル問題」 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

自己紹介など簡単な英語の質

問に答えることができる

Speaking 
Part 1 
【設問数】

8 問 
【出題形式】

スピーキング（録音）

サンプル問題

を参照のこと

話
す
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，

話す速度，声の大きさなどに注意しながら･･･話したりすること」



（様式４）

2 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

短い英文を声に出して、音読

することができる

Speaking 
Part 2 
【設問数】

8 問 
【出題形式】

スピーキング（録音）

サンプル問題

を参照のこと

読
む
こ
と
／
話
す
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(1)イ「説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解した

り，概要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読

する」

コミⅠ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，

話す速度，声の大きさなどに注意しながら･･･話したりすること」

コミⅡ(2)ウ「未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用した

りしながら･･･読んだりすること」

表現Ⅰ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，

話す速度，声の大きさなどに注意しながら話すこと」



（様式４）

3 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

与えられたトピックについて 1
分間、即興で話をすることが

できる

Speaking 
Part 3 
【設問数】

1 問 
【出題形式】

スピーキング（録音）

サンプル問題

を参照のこと

話
す
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，

話す速度，声の大きさなどに注意しながら･･･話したりすること」

コミⅡ(2)ア「英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しなが

ら･･･話したりすること」

コミⅡエ「説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように

話したり･･･すること」

表現Ⅰ(1)ア「与えられた話題について，即興で話す。また，聞き手や

目的に応じて簡潔に話す」

表現Ⅰ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，

話す速度，声の大きさなどに注意しながら話すこと」

表現Ⅱ(1)ア「与えられた条件に合わせて，即興で話す。また，伝えた

い内容を整理して論理的に話す」

表現Ⅱ(2)ア「英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら話

すこと」



（様式４）

4 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

与えられた図表などを見て 1
分間、即興で話をすることが

できる

Speaking 
Part 4 
【設問数】

1 問 
【出題形式】

スピーキング（録音）

サンプル問題

を参照のこと

話
す
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，

話す速度，声の大きさなどに注意しながら･･･話したりすること」

コミⅠ(2)ウ「事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりするこ

と」

コミⅡ(2)ア「英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しなが

ら･･･話したりすること」

コミⅡ(2)エ「説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるよう

に話したり･･･すること」

表現Ⅰ(1)ア「与えられた話題について，即興で話す。また，聞き手や

目的に応じて簡潔に話す」

表現Ⅰ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，

話す速度，声の大きさなどに注意しながら話すこと」

表現Ⅱ(1)ア「与えられた条件に合わせて，即興で話す。また，伝えた

い内容を整理して論理的に話す」

表現Ⅱ(2)ア「英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら話

すこと」



（様式４）

5 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

与えられたトピックについて

自身の意見を 1 分間、即興で

話すことができる

Speaking 
Part 5 
【設問数】

5 問 
【出題形式】

スピーキング（録音）

サンプル問題

を参照のこと

話
す
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，

話す速度，声の大きさなどに注意しながら･･･話したりすること」

コミⅡ(2)ア「英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しなが

ら･･･話したりすること」

コミⅡ(2)エ「説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるよう

に話したり･･･すること」

表現Ⅰ(1)ア「与えられた話題について，即興で話す。また，聞き手や

目的に応じて簡潔に話す」

表現Ⅰ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，

話す速度，声の大きさなどに注意しながら話すこと」

表現Ⅱ(1)ア「与えられた条件に合わせて，即興で話す。また，伝えた

い内容を整理して論理的に話す」

表現Ⅱ(2)ア「英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら話

すこと」



（様式４）

6 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

文章を読んで、その内容につ

いて要点を押さえた返信の E
メールを書くことができる

Writing 
Part 1 
【設問数】

1 問 
【出題形式】

記述式

（50 語以上の英作文） 

サンプル問題

を参照のこと

書
く
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(1)イ「説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解した

り，概要や要点をとらえたりする」

コミⅠ(1)エ「聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したこと

に基づき，情報や考えなどについて，簡潔に書く」

コミⅠ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに

注意しながら読んだり書いたりすること」

コミⅠ(2)ウ「事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりするこ

と」

コミⅡ(1)エ「聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したこと

に基づき，情報や考えなどについて，まとまりのある文章を書く」

コミⅡ(2)イ「論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図

表との関連などを考えながら･･･書いたりすること」

コミⅡ(2)エ（話したりをふせる）「説明や描写の表現を工夫して相手

に効果的に伝わるように･･･書いたりすること」

表現Ⅰ(1)イ「読み手や目的に応じて，簡潔に書く」 

表現Ⅰ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに

注意しながら書くこと。また，書いた内容を読み返すこと」



（様式４）

7 

あるトピックについて与えら

れた情報に基づき、まとまり

のある 180 語以上の文章を、

30 分を目安に書くことができ

る

Writing 
Part 2 
【設問数】

1 問 
【出題形式】

記述式

（180語以上の英作文） 

サンプル問題

を参照のこと

書
く
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(1)イ「説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解した

り，概要や要点をとらえたりする」

コミⅠ(1)エ「聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したこと

に基づき，情報や考えなどについて，簡潔に書く」

コミⅠ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに

注意しながら読んだり書いたりすること」

コミⅠ(2)ウ「事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりするこ

と」

コミⅡ(1)エ「聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したこと

に基づき，情報や考えなどについて，まとまりのある文章を書く」

コミⅡ(2)イ「論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図

表との関連などを考えながら･･･書いたりすること」

コミⅡ(2)エ（話したりをふせる）「説明や描写の表現を工夫して相手

に効果的に伝わるように･･･書いたりすること」

表現Ⅰ(1)イ「読み手や目的に応じて，簡潔に書く」 

表現Ⅰ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに

注意しながら書くこと。また，書いた内容を読み返すこと」

表現Ⅱ(1)イ「主題を決め，様々な種類の文章を書く」 

表現Ⅱ(2)イ「論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図

表との関連，表現の工夫などを考えながら書くこと。また，書いた内

容を読み返して推敲すること」



（様式４）

8 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

日常的な短い対話を聞いて、

会話の内容を選択肢のビジュ

アルから選ぶことができる

Listening 
Task 1 
【設問数】

非固定

【出題形式】

選択式

サンプル問題

を参照のこと

聞
く
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(1)ア「事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなど

を理解したり，概要や要点をとらえたりする」

コミⅠ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，

話す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と」

コミⅡ(1)ア「事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情

報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする」

コミⅡ(2)ア「英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら聞

いたり話したりすること」



（様式４）

9 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

やや長めのモノローグを聞い

て、要点や情報を理解するこ

とができる

Listening 
Task 2 
【設問数】

非固定

【出題形式】

選択式

サンプル問題

を参照のこと

聞
く
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(1)ア「事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなど

を理解したり，概要や要点をとらえたりする」

コミⅠ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，

話す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と」

コミⅡ(1)ア「事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情

報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする」

コミⅡ(2)ア「英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら聞

いたり話したりすること」



（様式４）

10 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

日常的および社会的な内容の

対話を聞いて、会話の内容を

選択肢から選ぶことができる

Listening 
Task 3 
【設問数】

非固定

【出題形式】

選択式

サンプル問題

を参照のこと

聞
く
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(1)ア「事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなど

を理解したり，概要や要点をとらえたりする」

コミⅠ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，

話す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と」

コミⅡ(1)ア「事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情

報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする」

コミⅡ(2)ア「英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら聞

いたり話したりすること」

コミⅡ(2)ウ「未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用した

りしながら聞いたり読んだりすること」



（様式４）

11 

https://www.cambridgeenglish.org/exams-and-tests/linguaskill/information-about-the-test/practice-materials/#practice

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

日常的なやや複雑な対話を聞

いて、会話の内容を選択肢か

ら選ぶことができる

Listening 
Task 4 
【設問数】

非固定

【出題形式】

選択式

（ウェブサイトにある

無料オンライン練習

問題 B1-B2 レベルより

以下引用）

聞
く
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(1)ア「事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなど

を理解したり，概要や要点をとらえたりする」

コミⅠ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，

話す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ

と」

コミⅡ(1)ア「事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情

報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする」

コミⅡ(2)ア「英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら聞

いたり話したりすること」

ローカルのラジオ局がツアーガイドにインタビュー。ガイドになった経緯やこれまでに経験

した興味深いエピソードを語った内容。（約 4分間の会話を聞き 6問の選択式問題に答える） 

https://www.cambridgeenglish.org/exams-and-tests/linguaskill/information-about-the-test/practice-materials/#practice


（様式４）

12 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

文章を読んで、内容を理解す

ることができる

Reading 
Task 1 
【設問数】

非固定

【出題形式】

選択式

サンプル問題

を参照のこと

読
む
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(1)イ「説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解した

り，概要や要点をとらえたりする」

コミⅠ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに

注意しながら読んだり･･･すること」



（様式４）

13 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

文章を読んで、その要約を理

解することができる

Reading 
Task 2 
【設問数】

非固定

【出題形式】

選択式

サンプル問題

を参照のこと

読
む
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(1)イ「説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解した

り，概要や要点をとらえたりする」

コミⅠ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに

注意しながら読んだり･･･すること」



（様式４）

14 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

文章の内容を理解して、文中

の空所に適切な語彙を選び、

書くことができる

Reading 
Task 3 
【設問数】

非固定

【出題形式】

短答式

サンプル問題

を参照のこと

読
む
こ
と
／
書
く
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(1)イ「説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解した

り，概要や要点をとらえたりする」

コミⅠ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに

注意しながら読んだり･･･すること」

コミⅡ(1)イ「説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読

したりするなど目的に応じた読み方をする」

コミⅡ(2)ウ「未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用した

りしながら･･･読んだりすること」

表現Ⅰ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに

注意しながら書くこと。また，書いた内容を読み返すこと」



（様式４）

15 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

文章の内容を理解して、文中

の空所に文法的に適切な語彙

を選ぶことができる

Reading 
Task 4 
【設問数】

非固定

【出題形式】

選択式

サンプル問題を

参照のこと

読
む
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(1)イ「説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解した

り，概要や要点をとらえたりする」

コミⅠ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに

注意しながら読んだり･･･すること」

コミⅡ(1)イ「説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読

したりするなど目的に応じた読み方をする」

コミⅡ(2)ウ「未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用した

りしながら･･･読んだりすること」



（様式４）

16 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

長い文章を読んで、内容を理

解することができる

Reading 
Task 5 
【設問数】

非固定

【出題形式】

選択式

サンプル問題を

参照のこと

読
む
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(1)イ「説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解した

り，概要や要点をとらえたりする」

コミⅠ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに

注意しながら読んだり･･･すること」

コミⅡ(1)イ「説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読

したりするなど目的に応じた読み方をする」

コミⅡ(2)ウ「未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用した

りしながら･･･読んだりすること」



（様式４）

17 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

文章を読んで、内容を理解す

ることができる

Reading 
Task 6 
【設問数】

非固定

【出題形式】

選択式

（ウェブサイトにある

無料オンライン練習

問題 B1-B2 レベルより

以下引用）

読
む
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(1)イ「説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解した

り，概要や要点をとらえたりする」

コミⅠ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに

注意しながら読んだり･･･すること」

コミⅡ(2)ウ「未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用した

りしながら･･･読んだりすること」

https://www.cambridgeenglish.org/exams-and-tests/linguaskill/information-about-the-test/practice-materials/#practice 

このように無料オンライン練習問題は解答チェ
ックでき、学習者を育てるためにテストを使う
「Integrated Learning Assessment（学習
重視のアセスメント）」の考え方のもと、学習
を進めることができる 

https://www.cambridgeenglish.org/exams-and-tests/linguaskill/information-about-the-test/practice-materials/#practice


（様式４）

18 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

文章の内容を理解して、文中

の空所に適切な語彙を選ぶこ

とができる

Reading 
Task 7 
【設問数】

非固定

【出題形式】

選択式

（ウェブサイトにある

無料オンライン練習

問題 B1-B2 レベルより

以下引用）

読
む
こ
と

高等学校学習指導要領

コミⅠ(1)イ「説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解した

り，概要や要点をとらえたりする」

コミⅠ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに

注意しながら読んだり･･･すること」

コミⅡ(2)ウ「未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用した

りしながら･･･読んだりすること」

https://www.cambridgeenglish.org/exams-and-tests/linguaskill/information-about-the-test/practice-materials/#practice 

このように無料オンライン練習問題は解答チェ
ックでき、学習者を育てるためにテストを使う
「Integrated Learning Assessment（学習
重視のアセスメント）」の考え方のもと、学習
を進めることができる 

https://www.cambridgeenglish.org/exams-and-tests/linguaskill/information-about-the-test/practice-materials/#practice


（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English） 

測定ツール名： ケンブリッジ英語検定 4 技能 CBT Linguaskill（リンガスキル） 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： Speaking Part 1 

 

以下 2点が補足資料となります。ご参照ください。 

補足資料 1-3「(現行課程*)高等学校学習指導要領との整合性」（逆引き） 

*新課程(2022年度使用開始の検定教科書)の分は教科書分析を経てから作成予定です。 

補足資料 2  「出題フレーム」 

 

 

出題科目 英語 Speaking Part 1 

出題の 

ポイント 

受検者自身に関する短い質問に 10 秒で答える。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
Question 1 ○ ○ 
Question 2 ○ ○ 
Question 3 ○ ○ 
Question 4 ○ ○ 
Question 5 ○ ○ 

 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 
Question 1  ○  
Question 2  ○  
Question 3  ○  
Question 4  ○  
Question 5  ○  

          
 

主 と し て

問う技能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 
Question 1 ○  ○  
Question 2 ○  ○  
Question 3 ○  ○  
Question 4 ○  ○  
Question 5 ○  ○  

 
 

サンプル

問題 

次ページに掲載 

解答例 なし 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

高等学校学習指導要領 
コミⅠ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさ

などに注意しながら･･･話したりすること」 
 
 



 
 

 
 
  



サンプル問題について 
 

事業者名： ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English） 

測定ツール名： ケンブリッジ英語検定 4 技能 CBT Linguaskill（リンガスキル） 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： Speaking Part 3 

 

以下 2点が補足資料となります。ご参照ください。 

補足資料 1-3「(現行課程*)高等学校学習指導要領との整合性」（逆引き） 

*新課程(2022年度使用開始の検定教科書)の分は教科書分析を経てから作成予定です。 

補足資料 2  「出題フレーム」 

 

 

出題科目 英語 Speaking Part 3 

出題の 

ポイント 

質問を読み、考える時間 40 秒の後 1 分間、自分の言葉で表現することが求められる。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  ○ 
 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   ○ 
          

 

主 と し て

問う技能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

  ○ ○  
 
 

サンプル

問題 

次ページに掲載 

解答例 なし 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

高等学校学習指導要領 
コミⅠ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさ

などに注意しながら･･･話したりすること」 
コミⅡ(2)ア「英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら･･･話したりすること」 
コミⅡエ「説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように話したり･･･すること」 
表現Ⅰ(1)ア「与えられた話題について，即興で話す。また，聞き手や目的に応じて簡潔に話

す」 
表現Ⅰ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさ

などに注意しながら話すこと」 
表現Ⅱ(1)ア「与えられた条件に合わせて，即興で話す。また，伝えたい内容を整理して論理

的に話す」 
表現Ⅱ(2)ア「英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら話すこと」 
 



 

 
 
 



サンプル問題について 
 

事業者名： ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English） 

測定ツール名： ケンブリッジ英語検定 4 技能 CBT Linguaskill（リンガスキル） 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： Speaking Part 4 

 

以下 2点が補足資料となります。ご参照ください。 

補足資料 1-1「学習指導要領(5領域別の目標)との整合性[学校段階別 小-中-高]」 

補足資料 1-2「学習指導要領(5領域別の目標)との整合性[高等学校 科目段階別]」 

※「高等学校学習指導要領（平成 30年告示）」より 

 

出題科目 英語 Speaking Part 4 

出題の 

ポイント 

英語を話す友人に視覚情報を分析して自分の考えを相手に伝える、というタスク。 
「やり取り」を意識した作問。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  ○ 
 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   ○ 
          

 

主 と し て

問う技能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

  ○ ○  
 
 

サンプル

問題 

次ページに掲載 

解答例 なし 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

話すこと［やり取り］ 
小学校第３学年及び第４学年 

 小学校第５学年及び第６学年 
 中学校 
 高等学校「英語コミュニケーションⅠ/Ⅱ/Ⅲ」「論理・表現Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ」 
※新課程(2022 年度使用開始の検定教科書)の詳細分析は、検定教科書の分析を経てから作成

予定です。 
 

 
 
 
  



 

 

 
  



サンプル問題について 
 

事業者名： ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English） 

測定ツール名： ケンブリッジ英語検定 4 技能 CBT Linguaskill（リンガスキル） 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： Speaking Part 5 

 

以下 2点が補足資料となります。ご参照ください。 

補足資料 1-1「学習指導要領(5領域別の目標)との整合性[学校段階別 小-中-高]」 

補足資料 1-2「学習指導要領(5領域別の目標)との整合性[高等学校 科目段階別]」 

※「高等学校学習指導要領（平成 30年告示）」より 

 

出題科目 英語 Speaking Part 5 

出題の 

ポイント 

このタスクが難しいのは質問に対する答えを用意する時間はなく、瞬時に答える必要がある

ことから、あたかも対面でインタビューを受けているのと同じ状況がセッティングされてい

るといえる。 
「やり取り」するスキルの測定を（セッティングを）工夫して行っている。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  ○ 
 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   ○ 
          

 

主 と し て

問う技能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

  ○ ○  
 
 

サンプル

問題 

次ページに掲載 

解答例 なし 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

話すこと［やり取り］ 
小学校第３学年及び第４学年 

 小学校第５学年及び第６学年 
 中学校 
 高等学校「英語コミュニケーションⅠ/Ⅱ/Ⅲ」「論理・表現Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ」 
※新課程(2022 年度使用開始の検定教科書)の詳細分析は、検定教科書の分析を経てから作成

予定です。 
 

 
  



 

 

 
  



 
サンプル問題について 

 
事業者名： ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English） 

測定ツール名： ケンブリッジ英語検定 4 技能 CBT Linguaskill（リンガスキル） 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： Writing Part 1 

 

出題科目 英語 Writing Part 1 

出題の 

ポイント 

要求されている内容を盛り込み、書かれた英文を読むという技能に加え、目的に適した書き

方を選択することが問われている点で「読む」と「書く」の技能統合の能力を測る作問とな

っている。メモや E メールといった英文を読み、情報を読み取ったり、返信メールを書くこ

とが求められる。50 語を約 15 分の目安時間で英文をキーボード入力して書く。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  ○ 
 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   ○ 
          

 

主 と し て

問う技能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

  ○  ○ 
 
 

サンプル

問題 

次ページに掲載 

解答例 なし 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

高等学校学習指導要領 
コミⅠ(1)イ「説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえ

たりする」 
コミⅠ(1)エ「聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などについて，簡潔に書く」 
コミⅠ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり

書いたりすること」 
コミⅠ(2)ウ「事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること」 
 
コミⅡ(1)エ「聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などについて，まとまりのある文章を書く」 
コミⅡ(2)イ「論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表との関連などを考え

ながら･･･書いたりすること」 
コミⅡ(2)エ（話したりをふせる）「説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるよう



に･･･書いたりすること」 
 
表現Ⅰ(1)イ「読み手や目的に応じて，簡潔に書く」 
表現Ⅰ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら書くこと。

また，書いた内容を読み返すこと」 
 
 

 

 
  



サンプル問題について 
 

事業者名： ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English） 

測定ツール名： ケンブリッジ英語検定 4 技能 CBT Linguaskill（リンガスキル） 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： Listening Task 2 

 

出題科目 英語 Listening Task 2 

出題の 

ポイント 

音声を聞き意味が理解できるという技能と選択肢を読む英語の知識が統合され，音声の中に

含まれている事実や意見に基づき、質問に対する適当な文を選択する。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

 ○ ○ 
 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

 ○   
          

 

主 と し て

問う技能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

 ○ ○   
 
 

サンプル

問題 

次ページに掲載 

解答例 次ページに掲載 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

高等学校学習指導要領 
コミⅠ(1)ア「事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や

要点をとらえたりする」 
コミⅠ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさ

などに注意しながら聞いたり話したりすること」 
 
コミⅡ(1)ア「事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や考えなどを理解し

たり，概要や要点をとらえたりする」 
コミⅡ(2)ア「英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら聞いたり話したりするこ

と」 
コミⅡ(2)ウ「未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用したりしながら聞いたり読

んだりすること」 
 

 
 



 
 

 
  



サンプル問題について 
 

事業者名： ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English） 

測定ツール名： ケンブリッジ英語検定 4 技能 CBT Linguaskill（リンガスキル） 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： Reading Task 5 

 

出題科目 英語 Reading Task 5 

出題の 

ポイント 

音声を聞き意味が理解できるという技能と選択肢を読む英語の知識が統合され，音声の中に

含まれている事実や意見に基づき、質問に対する適当な文を選択する。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

Q.1 ○ ○ 
 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

 ○   
          

 

主 と し て

問う技能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

  ○   
 
 

サンプル

問題 

次ページに掲載 

解答例 次ページに掲載 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

高等学校学習指導要領 
コミⅠ(1)イ「説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえ

たりする」 
コミⅠ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだ

り･･･すること」 
 
コミⅡ(1)イ「説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読したりするなど目的に

応じた読み方をする」 
コミⅡ(2)ウ「未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用したりしながら･･･読んだ

りすること」 
 

 
  



 
 


